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   ２０２３年９月２６日 

株 式 会 社 ネ ク イ ノ 

南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社 

南海ビルサービス株式会社 

株式会社南海リサーチ＆アクト 

羽 衣 国 際 大 学 

大阪府立住吉商業高等学校 

 

＜産学連携＞今回は“沿線の学校”に初設置！ 

生理用品を無料で受け取れる 

「トレルナプロジェクト」の実証実験（第３弾）を開始 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 株式会社ネクイノ（社長：石井 健一）、南海電気鉄道株式会社（社長：岡嶋 信行）、南海ビルサービス株式

会社（社長：西山 哲弘）、株式会社南海リサーチ＆アクト（社長：西川 孝彦）、羽衣国際大学（学長：中川 恵）、

住吉商業高校（校長：北村 宏貴）は、各施設の一部トイレで生理用品を無料提供する実証実験「トレルナプロ

ジェクト（第３弾）」を１０月２日（月）から開始します。 

 

沿線エリアの実証実験として第３弾となる今回は、沿線の「駅」「オフィス施設」「学校」を対象とし、５施設（住

ノ江駅、羽衣駅、なんばスカイオ、羽衣国際大学、住吉商業高校）の一部トイレへ生理用ナプキンのディスペン

サーを設置します。実験を通じて、“駅⇔学校”を利用される“学生の皆さま”や“駅・オフィス利用者”にアンケ

ート記入のご協力をいただくことで、さらなる利便性や有効性の向上などを検討していきます。 

また、第３弾では、第１弾・第２弾で寄せられた“利用者の声”を参考に、「ナプキンのサイズや受け取れる上

限枚数の変更」といった改善を行いました。実験終了後は、利用者のニーズや寄せられたご意見などを把握し、

最適な形でのサービス導入を検討していく予定です。 

 

第３弾（今回） 
【オフィス施設】なんばスカイオ 

第２弾 

２０２２年１０月～約３か月 

南海浪切ホール 

第１弾 

２０２２年５月～８月 

泉ケ丘駅 

第２弾 

２０２２年１０月～約３か月 

臨海スポーツセンター 

第３弾（今回） 
【駅・学校】羽衣駅／ 

羽衣国際大学 

第３弾（今回） 
【駅・学校】住ノ江駅／ 

住吉商業高校 

第１弾：２０２２年５月～８月 

難波駅・商業施設６か所 

 

第２弾：２０２２年１０月～約３か月 

南海電鉄本社 
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１．実験概要                  

 

 

 

 

 

（１）サービス提供期間と設置箇所（各施設に１か所設置） 

 ◆１０月２日（月）～２０２４年１月３１日（水） 

 ①住ノ江駅 

 ②羽衣駅 

③なんばスカイオ１０階 

 ④羽衣国際大学 

 ⑤住吉商業高校 

         

（２）お客さまからのお問合わせ先 

 ネクイノ toreluna事業部   toreluna@nextinnovation-inc.co.jp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「トレルナプロジェクト」の詳細やサービスの利用方法はこちら 

https://nextinnovation-inc.co.jp/service/toreluna 

 

【初参加となる羽衣国際大学 現代社会学部教授 池田玲子 コメント】 

生理痛や PMSなどの身体上の理由だけでなく、必要なタイミングで 

生理用品が手元にない！などから、社会で困難や不安に陥ったこと 

がない女性はいないのではないでしょうか？ 

だとしたら、これは「みんなの＝社会の課題」です。女性が、もっと自由に、健康で自分ら

しく輝ける社会へ！羽衣国際大学のキャンパスで行われる、この「生理用品が無料で提

供される」社会実験が、そんな社会の実現につながることを期待しています。 

   【初参加となる住吉商業高校校長 北村宏貴 コメント】 

   大阪府立住吉商業高等学校ではこれまでも SDGｓの観点から様々な取組み  

   を進めており、今回の実証実験においても女性の経済的な負担軽減やジェ 

   ンダーギャップ解消など SDGｓの目標５「ジェンダー平等を実現しよう」の一助 

   となれるよう商業高校としての役割を担っていきたいと思います。 

mailto:toreluna@nextinnovation-inc.co.jp
https://nextinnovation-inc.co.jp/service/toreluna
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２．改善点                                                        

  第１弾、第２弾の利用者アンケートにあった「羽ありのナプキンの方がより安心して利用しやすい」とのご意見

や、ご利用状況を踏まえて以下の点を改善しました。 

 

◆提供ナプキンの仕様：より薄型で、サイズが大きいものに変更しました。 

◆１カ月の取得可能枚数の上限：月平均利用枚数を考慮し、７枚から３枚へ変更することで、 

       より多くの方にご利用いただけるようにしました。 

 

３．今後の展開                                                           

  第１弾～第３弾（今回）の実証実験を踏まえ、各施設でサービスを導入するかどうかを検討していきます。 

 

４．その他：各社の役割                                                     

 株式会社ネクイノ : 実証実験の企画、設計 

 南海電気鉄道株式会社 : 実証実験の企画、施設使用への協力、実証実験後のフィードバック 

 南海ビルサービス株式会社 : メンテナンスなど 

 株式会社南海リサーチ＆アクト : 各学校とのコーディネート、実証実験後のフィードバック 

 羽衣国際大学 : 施設使用への協力、実証実験後のフィードバック 

 住吉商業高校 : 施設使用への協力、実証実験後のフィードバック 

 

【参考】利用者アンケートでいただいたお声（一部抜粋）                                                      

  第１回、第２回の利用者アンケート結果（一部）をご紹介します。 

 急に生理がきて、ナプキンを持ってなく焦っていました。そのとき以前化粧室に行ったときにトレルナを見

たのを思い出して訪れました。個室にあるから周りの目を気にせず使えて、とても助かりました。ありがとう

ございます（10代） 

 音声などが出ず取り出せるのがすごく良かった！出先でナプキンがなく、購入する場合、余分に購入する

ことになり、荷物にもなり不便だった。トイレの中の販売機も購入するのが恥ずかしかったり、品質が悪そ

うで買うことがなかったので、必要な時に一つだけもらえるのは本当に助かる。（30代） 

 年齢的に周期が整ってなくて、突然来たりします。今回もそうでした。とても助かりました。（50代） 

 

 

 

 

実証実験を行う４社及び２校は、ＳＤＧｓへの取組みを強化しており、 

関連するニュースリリースに「ＳＤＧｓの目標アイコン」を明示しています。 

今回ご案内の取組みは、３番・１１番・１７番に繋がるものです。 

以 上 


